
○ 地域クラブが利用できる場所、曜日、時間帯を明らかにするとともに、貸出可能物品を整理す
るため、全中学校（72校）を対象に「学校施設利用可能性及び貸出物品等調査」を実施。
併せて、利用可能施設や利用者の動線等を盛り込んだ敷地内の図面も作成（～令和８年10月）。

○ 「施設利用時の費用負担」などについて整理する（～令和８年12月）。

○ 「実証事業」を実施する（～令和９年３月）。
（例）平日を含めた活動、兼業兼職、部活にない種目の実施、複数校での合同実施

○ 事業運営に係る「ＩＣＴ活用に関する機能」を検討する（～令和９年３月）。
（例）ポータルサイト、問合せ対応、オンデマンド研修、人材バンク、保護者連絡ツール、

参加費補助機能（神戸市）など

令和１０年度までの主なスケジュール（予定）

令和８年４月～
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資料４

以下のスケジュールは、今後の進捗や予算措置状況により、変動の可能性があります。



○ 実施主体を公募。昨年度の参画意向調査（予備調査）で回答のあった団体について、応募に向けた働き掛けも行う。
令和９年１月

令和１０年度までの主なスケジュール（予定）

○ 「実施計画」を策定

令和８年７月

・子ども、保護者、市民、実施主体として想定される関係団体や既存の民間クラブ等に広く発信。
・実施主体の公募（R9.1）に向けて募集要項の作成を進め、作成後、説明会を開催。
・子ども、保護者、市民、実施主体として想定される関係団体や既存の民間クラブ等に広く発信。
・実施主体の公募（R9.1）に向けて募集要項の作成を進め、作成後、説明会を開催。

○ 事務局機能や相談・研修等の機能を持つ「運営団体（仮称：京クラ運営サポートセンター）」の公募を実施。

令和９年３月

○ 「ワーキンググループ会議（スポーツ、文化芸術）」を開催（５月29日）。実施計画（案）に関する意見聴取を行う。

○ 「第９回 学校部活動及び地域クラブ活動在り方検討会議」（６月８日）において、実施計画（案）の
最終とりまとめ。

令和８年６月
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令和１０年度までの主なスケジュール（予定）

○ 実施主体の審査及び認定

令和９年４月
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○ 「京クラ」体験会開催 

令和９年９月以降、順次

○ 「京クラ」の参加生徒募集
令和10年４月以降、順次

○ 部活動地域展開

令和10年9月

○ 運営団体の立ち上げ

令和９年４月以降


